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1．はじめに
大学教育におけるドイツ語をめぐる環境はここ数年で大きく様変わり
した．特に第二外国語としてのドイツ語の授業は，大学全体のカリキュ
ラム改変の影響を受け， どの現場でも試行錯誤の状況が続いている．そ
うした中私たちドイツ語を教える者には， より一層の授業の改善が求め
られている．たとえばテキスト教材一つとっても，従来にはなかった
様々な試みが行われている．
近年のインターネットの急速な発展と大衆化'により，私たちは今ま
でとはくらべものにならない手軽さで，生きたドイツ語のテキストを手
に入れられるようになった．それらを実際の授業で教材として使うには，
どのような問題点があるのだろうか． この報告では， まずインターネッ
トが普及するまでの流れに言及し，次に現時点での， インターネット
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(特にホームページ） と大学におけるドイツ語教育との関係を概観する．
その上で，私が現在行っている，ホームページを教材とした授業の内容，
及びこれからの課題を述べる． この報告は，すでに同じような授業の試
みを実践しておられる方々のみならず，その意志や希望がありながら，
方法論を持たずに二の足を踏んでおられる方にも参考になると思う． な
おモデルとなった私の授業が2年次以降の学生を相手にしたものなので，
この報告・提言も，主に中級ドイツ語の授業を対象にしたものに限定さ
れてしまうことをご了承願いたい．
2． インターネットの興降
インターネットは， 自国の情報網（ネット）を核攻撃などから守るた
めに， アメリカ国防総省が構想したネット防衛システムに源を発する．
一元化された情報システムは， なんらかの理由でそれが機能しなくなっ
たとき，そのシステムに頼る社会に壊滅的打撃を与える．そこで巨大な
情報システムを,独立した数多くのより小さなシステム（ネット）に分
けて，それを上下関係でなく，相互（インター）に往来できる形で繋ぐ．
仮に一つのネットがダメージを受けても，社会全体の損害は最小限で済
む． この60年代末から進められてきた「軍事防衛上の計画」は，全米科
学財団(NFS)などの財政的援助のもと，大学や研究所を結ぶ学術研究
用のコンピュータ・ネットワークへと発展する．個々のコンピュータを
ネットへ繋ぐための手順（プロトコル）が確立したこともあって，90年
代に入ると， インターネットと呼ばれるようになったこのネットワーク
の集まりは全世界的規模のものへと拡大する．科学者たちは，研究の成
果をいち早くインターネットで公開し， またあるときはEメールを使っ
た共同研究システムをネット上に構築する． しかしそれはまだ限られた
人々だけのものであり，現在のようなインターネットの個人への普及に
は， さらにいくつかの要因が必要であった．
まず最初に考えられるのは，個人が所有するパーソナル・コンピユー
タ （パソコン）の，性能対価格比が格段に向上し， インターネットに繋
いで過不足なく使える端末を，だれもが手に入れられるようになったこ
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とだ．今日学生が自分の机の上に置くノートパソコンは, インターネッ
トが誕生する以前の大型コンピュータよりも，計算能力に限ればはるか
に勝っている．
次に， インターネットの一機能であったWWW(WorldWideWeb)に
おけるホームページ（以下HPと訳す）が，ほとんどインターネットと
同義語になるほど2に普及・発展したことがあげられる． インターネッ
トに繋いでいる者は，誰もが自分の持つ情報をHPという形で，自由に
ネット上におくことができる． もちろん個人のみならず，企業・団体に
とってもHPは絶好の自己アピールの場である．現在，新聞社，雑誌社，
放送局など，それまでの情報発信源をほぼ独占してきたマスメディアさ
え，競ってHPを開設している．それら内容においても質においても，
まさに玉石混合の，世界に拡がる (WOrldWide)無数のHPは，インタ
ーネットの本質に従って，互いに蜘蛛の巣(Web)を張り巡らすような
参照関係に置かれる．そしてこのHPを閲覧するためのソフトウエア
(ブラウザ）が，低価格で，あるいは無料で配布されたことが， インター
ネット普及の歩みを進めた．
さらに本来なら専用線を必要とするインターネットへの接続を，個人
の電話回線を通じて代行してくれる業者（プロバイダ）が90年代中ばか
ら次々と現れ，その利用料金が年々低下していった．
以上のような要因が揃い，今日のインターネットの興隆を向かえるこ
ととなった．
3．ホームページとドイツ語教育
3． 1．ホームページの開設
さて現在日本の大学でドイツ語を教える者は，具体的にインターネッ
トとどう関わっているのだろうか． もちろんここで問題とするのは研究
者としての関わり3でなく， ドイツ語の授業での利用に限定したもので
ある．いくつかのレベルに分けて見てみよう．
まずは最先端を行く例として，大学もしくは学部全体でインターネッ
トを積極的に取り入れ，内外からの視察者が引きも切らず訪れる慶応大
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学藤沢キャンパスがあげられる．慶応大学のHPには次のように書かれ
ている. ｢SFC(慶応大学藤沢キャンパス：筆者注）ではコンピュータを
導入したさまざまな授業を行うために，キャンパス・ネットワーク・シ
ステム (CNS)を整備し，ワークステーションやパソコンを配備． この
システムは，電子メールを利用した学生同士，学生と教員の通信， レポ
ート提出などに活用され， またネットワーク上のデータベースへのアク
セスに利用されています. CNSを通じて交わされるマルチメディア情報
は， インターネットにより国内はもとより世界各地の大学・研究機関と
リアルタイムで結ばれており， こうした情報環境こそ，未来型キャンパ
スであるSFCの最大の特徴といっていいでしょう4｣HPを開設すること
を学生にも奨励しているこの慶応大学藤沢キャンパスでは，いくつもの
講義が専用のHPを持っていて学生の便に応えている．ドイツ語研究室
のHp5もまた，それらキャンパス内のHPの一つとして存在しているの
だが，現時点ではこのHPは学生への連絡事項の確認などに使われるに
とどまっている．
大学のHPの枠内に組み入れられてはいるが，ドイツ語教室が独立し
た形で運営している例としては，三重大学人文学部ドイツ語ドイツ文学
系のHP<ようこそドイツ語の世界へ6>があげられる．はじめてドイツ
語を学ぶ学生を主な対象としたこのHPは，初回の授業にあたる「ドイ
ツ語はどんな言語か」から始まって，教室の先生の一人が書かれた参考
書をHP用に再編した「ドイツ語の法則20｣,さらに小論文にも匹敵す
る内容の「ドイツ語の辞書」など， ドイツ語にこれから親しもうという
人のためのHPとして，とても意欲的取り組みをしている． さらに「ド
イツ語地域への招待」として，教室の先生方のエッセーとともに， ドイ
ツ語圏のHPへの本格的なリンク集が併設されている．
次に紹介したいのは，大学でドイツ語を教えている方が，個人でドイ
ツ語を学ぶためのHPを開設しているもので，その魅力あふれる例とし
て，宇都宮大学の中村知広氏の<Vielleichtleicht7>と，北海道東海大
学にお勤めの塩谷幸子氏によるく電脳独語教室8＞をあげよう．中村氏の
HPは，ドイツ文法の解説が懇切丁寧で，文字も大きく見やすい． また
大学での実際の授業をシミュレーションした塩谷氏のHPは，最新のH
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P制作技術を駆使し，美的センスとアイディアに富んだものになってい
る．音のデータをはめ込むなど，紙の媒体では不可能な工夫が随所に見
られる．
このようなHPを使ったドイツ語教育を個人で行おうとすれば,HP
の立ち上げとその維持に，多大な時間と労力を要し， またある種の特別
なセンスも必要となる．そこで多くの者は自らHPを開設するのではな
く，以下その具体例を紹介する私の場合のように，主にドイツ語圏から
発信されるHPを閲覧し，それを授業の教材とするレベルにとどまるだ
ろう．
3． 2．ホームベージの利用
HPを教材にした授業のきっかけは,2年次の授業で使っていたテキ
ストが後期半ばで終わり，たまたま手元にあった， ドイツ語のHPをプ
リントアウトしたものを授業で使ったことだった．以前に雑誌の広告な
どをテキストにしたときと比べても学生の反応がよく，学年の最初から
従来のテキストの代わりにHPを使えないだろうかと考えていたところ，
非常勤で出講している大学9で承諾が得られ，昨年度（97年度）から
｢HPを教材に使ったドイツ語」の授業が始まった．もともと第2外国語
が必修ではないので，初級を終えた学生が対象の理工学部．社会学部共
通のドイツ語Ⅲには，前年度は数名の学生しか集まらない状態だったが，
担当していた初級の学生に新しい授業の内容を予告していたのと， シラ
バスでの紹介が功を奏したのか， 1時間目の授業にも関わらず， 20名を
越える学生が履修してくれた．昨年1年間，私が授業のために行った準
備は次のようなものだった．
前の週の学生の希望などを参考にして，授業で使えそうなテーマのド
イツ語圏のHPをあらかじめ自宅のパソコンで探す．いくつかのHPを
絞り込み，ブラウザから直接A4の用紙にプリントアウトしておく．そ
のうちの1， 2枚を，当日大学の事務室にて学生の人数分コピーする'0．
使用した教室はいわゆるAV教室で,各学生の机に10インチほどのカラ
ーモニターがあって， ビデオやモニターカメラの画像を映すことができ
る．私が持参したノートパソコンにはHPの画像があらかじめハードデ
155
イスクに取ってある． ノートパソコンの液晶画面を直接モニターカメラ
で写す．学生に配るコピーは1， 2枚だが，その前後のページをそこで
見せることができる． もちろん直接パソコンの映像が表示できれば，そ
れに越したことはない．学生にlセンテンスずつ担当を割り振り，その
場で辞書を使って訳させる．テキストをあらかじめチェックする時間が
私になかった場合は， 自分もその場で学生といっしょになって内容を追
う．時間を見計らって発表させる．文章の難しいところは，初級文法の
復習を交え，黒板を使って解説する．内容的な説明も加えていく． テー
マによってはこちらから学生に情報をもらうこともある．
1年間ほぼ同じやり方を続けた． なお今年は，他の開講科目との関係
で学生が7名ほどしか集まらなかったので，普通の教室を使用している．
机を組み並べて向かい合わせに座り， ノートパソコンを見せたいときは，
私の周りに集まってもらっている．人数が減った分，一人あたりのコピ
ーの枚数を増やした． また毎回のテーマは必ず学生と相談して決めるよ
うにしている．授業の進め方は昨年と同じだ．
4．実際の授業例
4． 1．導入をどうするか
学生のインターネットとの関わりは実に様々だ．講義の1回目に簡単
なアンケートを実施し，受講の動機とともに彼らのインターネットの知
識を書いてもらったが，私よりはるかに豊富な経験と知識を持つ学生も
いれば， インターネットは名前を知っているだけという学生もいた．そ
こでインターネットそのものについて，本報告の第2章で書いた程度の
ことは教えることにした． しかしそれ以上の知識はさしあたって必要な
い．現在多くの大学では，独立したパソコン実習室を持ち，学生はそこ
で自由にインターネットに接続することが可能になっている． まだイン
ターネットをしたことのない学生には， まずパソコンに触れて，実際に
自分で体験することを勧めるのがよいだろう．
はじめに授業のテーマに選んだHPは，いわゆるサーチエンジンと呼
ばれるHPである．膨大な数のHPの中から自分のほしい情報を効率的
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に探し出すためには， このサーチエンジンの利用が不可欠になる．サー
チエンジンは，検索語を入れると，すぐにほしいHPのリストを作って
くれるタイプのものと，検索機能は弱いが，階層化されたカテゴリーを
たどることで目的のHPにたどり着かせるものとがある．授業で使った
のは後者のタイプで，そのもっとも歴史のある<YAHOO(ヤフー)''>
を取り上げた．私たちにとってのこのHPの利点は，ほとんど同じ内容
のものが， ドイツ語版とともに日本語版でも （もちろん英語版でも）あ
ることである．学生に和訳をさせたドイツ語版<YAHOO>のトップペ
ージの見出し語は， 98年9月現在，次の通りである．
Bildung&Ausbildung(Hochschulen,Schulen…)/Computer&Internet
(Internet,WWWV,Software…)/Geisteswissenschaften(Psyc ologie,
Geschichte,Sprachen…)/Gesellschaft&Soziales(Umwelt,Religion,
Museen…)/Gesundheit(Medizin,Krankheiten,Ernahrung…)/Handel
&Wirtschaft(Firmen,Rnanzen,Jobs…)/Kunst&Kultur(Kunst,Lite-
ratur,Theater…)/Nachrichten&Medien(Spezial,TV,Zeitschriften,
Zeitungen…)/Nachschlagewerke(Bibliotheken,WOrterbUcher,Post-
infOs…)/Naturwissenschaft&'I℃chnik(Ingenieurwesen,Astronomie,
Biologie…)/Sport&Freizeit(Sport,Fullball,SPiele,Reisen…)/Staat
&Politik(Politik,Parteien,Recht…)Stadte&Lander(Osterreich,
Schweiz,Lander…)/Unterhaltung(CooleUnks,Kino,Musik,Humor…）
括弧の中の単語は，下位の見出しの代表的なものである． これらの単
語は，学生にはぜひ覚えておいてもらいたい重要な名詞であり， また同
時に現代社会に生きる私たちの知的関心を整理分類したものになってい
る． ドイツ語版<YAHOO>は,1年を通しての授業の道しるべとして，
学生にそのコピーをいつも持っているように指示している．
4． 2．比較の視点
<YAHOO>の紹介の次には，ドイツ語圏の基本的な地理関係の知識
を確認することにしている．その際に今年は， ヨーロッパ上空の気象衛
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星からの写真を載せている天気予報のHPを使った．天気予報のドイツ
語は,HochJPTiefなどのいくつかの専門用語をあらかじめ説明してお
けば，比較的分かりやすい． ドイツ各都市の天気へさらに進むこともで
きるのだが， ここではそれらの地名を，あらかじめ配っておいた地図と
照らし合わせて場所の確認をするために使った． また同時に州の名前を
確認することも行った．時間が足りずに，授業ではドイツ連邦共和国内
だけの作業になってしまったが， オーストリアやスイスでも同様の作業
が可能だろう．
引き続いて， ドイツ連邦共和国のある州に焦点を当て，その州のHP,
さらにその州にある任意の町のHPを取り上げるのはどうだろうか．今
年は, <YAHOO>を使い,(StadteundLander)→(DeutscheBundes-
lander)→(Baden-Wiirttemberg)と下がっていき, <Willkommenim
Schwarzwaldl2>を使って，シュヴァルツバルトとそこに位置する都市
フロイデンシュタットを取り上げた．
先に説明したドイツ語版<YAHOO>を最初に学生に紹介するときに，
もし時間がなければ， 日本語版<YAHOO>をいっしょに配るとよい．
一般に，同じ項目を扱うHPを，ドイツ語， 日本語で用意し，それらを
比較させるのは， ドイツ語そのものの難しさを少しでも和らげるととも
に，異なる文化を相互に比較する習慣を学生に身につけさせるためにも
役に立つ．今までのテキストを使ってもできないことではなく， またそ
のような視点で書かれたテキストも存在するが, HPを使った授業では，
より柔軟にあらゆるテーマで，比較の視点を持たすことが可能になる．
たとえば， ドイツ首相府のHP<DerBundeskanzlerl3>を使い，現在
の政治情勢と， さらにそのHPに書かれた歴代首相を説明することで戦
後ドイツ史の概略にも触れることがあったが，その際に日本の首相官邸
のHp14を引き合いに出し，そのセンスの違いを学生と話し合った．また
フロイデンシュタットに至ったのと同じように， 日本語版<YAHOO>
を（地域情報)→(都道府県)→(滋賀県)→(市町村）とたどり探しあてた
大津市（大学の所在地）のHPを比較のために参照した．学生の希望で
ドイツの小学校のHPを取り上げたとき，図書館に泊まり込むという課
外学習の，児童による楽しいレポートを読んだが，同時に，全国紙にも
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取り上げられるほどインターネットに熱心な大津市立平野小学校のHp15
を，その比較のために使った． このように大学の所在地を比較の際の地
理的基準とするとよいだろう．
文化の比較に関しては， ドイツ語で書かれた日本紹介のHPも学生の
受けがよい．内容が私たちにはなじみの深いものなので，難しい構文や
表現にもかかわらず， 1回に消化できるドイツ語の量も多くなる．
<GuidetoJapanl6>のドイツ語のHPは，おそらくドイツ語で書かれた
もっとも詳細で広範囲にわたる日本紹介のHPで，私はテーマが見つか
らないときに， よくここから教材を引いた．たとえば「お好み焼き」の
レシピでは， 「青海苔」や「鰹節」を工夫を凝らしたドイツ語で表現して
いたり，お好み焼きの上に乗せた鰹節が「まるで生き物のように動く」
と書かれていたりで，私たちが日常何気なしに見過ごしているものを，
はじめてそれを見る者の目で見せてくれる．
4． 3．個々のホームページ
時事的な話題をすぐ．に取り上げられるのも, HPを教材にする授業の
利点だ．すでに天気予報については述べたが，前日の（時差の関係でそ
の日のは無理）ニュースを取り上げることが何度かあった．新聞．雑誌
など活字媒体の作るHPのドイツ語は，初級文法を終えたばかりの学生
にはかなり難しい．そこで役に立つのが， ラジオ局やテレビ局の運営す
るHPである・ドイチエ．ヴエレ17やARD18は，特別なプログラムをパ
ソコンに組み込むことで可能になるラジオ放送やテレビ番組を，ニュー
スを中心にして24時間流し続けている．それらは朗読するのを前提とし
た内容なので， ドイツ語の構文や表現も比較的易しい． また実際に話し
ている原稿をテキストの形で読めるようにしてくれているのもありがた
い．ただし音声や映像をその場で直接学生に示すためには，パソコンが
リアルタイムで回線に繋がれている必要がある．
去年の夏にアメリカの宇宙船マーズ．パスファインダーが火星に着陸
し，その鮮明な画像を地球に送ってきた．その様子は逐一インターネッ
トに公開された.授業でもこれを取り上げ，天文愛好者のためのHp19
を学生たちと訳した． このときは私を含め， この方面に明るい者が誰も
159
いなかったため， また英語の固有名詞（探査機の愛称や，火星の岩の名
前など）が最初はまったく分からなかったため，黒板に図を描きながら
の，思い出深い授業となった．そしてなによりも私たちを深く魅了した
のは，火星から送られてきた無修正のカラー映像だった．探査機を中心
に'した360度にわたる火星の大地の映像は，神秘的で美しく，ノートパ
ソコンに取っておいた画像を何度も繰り返し学生に見せた．
去年の12月には，京都で行われた地球温暖化防止会議についての授業
を行った．直前になって日本のマスコミでも取り上げられはじめ，隣の
県での開催でもあり学生の関心も高まっていた．京都新聞のHPに載せ
られた基本的資料で問題の概略を学び， 日本， アメリカ， ヨーロッパ，
そして発展途上国のそれぞれの主張を頭に入れた上で，会議の模様を伝
えるドイツからの報道を読んだ． さらに学生には「地球温暖化と私」と
いう題で簡単な文章を書いてもらった. 1月に入り1度だけあった授業
では，長野オリンピックの準備状況を伝える報道を読んだ．
このように時事に関する話題を授業で取り上げるには，情報を発信す
る国と，それをアクセスする者が住む国とのあいだに時間差がまったく
ないインターネットによるような教材を使わない限り，無理が出てくる
のではないだろうか．数年前NHKの衛星放送で流されるZDFのニュー
スを使い授業をしようとしたことがある． ビデオの音声を文字テキスト
に直すのにあまりに時間がかかり，数回で挫折した． また前年度の時事
を扱ったドイツ語テキストも出版されているが，それではあまりにニュ
ースとしての鮮度が落ちている．
今年はサッカーのワールドカップがあった．私はインターネットから
の資料を使って， この授業に限らず，多くの教室でワールドカップの話
題を取り上げた． ドイツ語版<YAHOO>にワールドカップの特別コー
ナーが設けられていたので，そこに載っていたドイツ代表チームのメン
バーの名前を，発音の学習を終えたばかりの学生たちに音読させた． ま
たこの授業では，同じコーナーから抜き出した短い観戦記事を， ドイツ
代表と日本代表とで2本読んだが， 日本チームが外国でどう扱われてい
るかが分かり，みなで少し憤慨した．
学生の希望で取り上げたHPも多かった．去年も今年も映画に関する
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HPの要望が出た.そこで日本でも同時期に上映されていて，何人かの
学生がすでに見ている，もしくは見る予定のある映画を取り上げた．去
年は「イングリッシュ・ペイシェント｣，今年は「タイタニック」と， ど
ちらもハリウッドの映画なのだが，実際にそれらを見た学生を発表の中
心に据え,楽しい授業となった． またインターネットで調べていくうち
に， タイタニック号の事件が，欧米では一つの学問的テーマになってい
ると言えるほどの，蓄積された研究成果があることが分かった．事故原
因の様々な分析のみならず，全乗客・乗員のリストまでネット上に公開
されている． また今回の映画化に関して事実との相違をこと細かく指摘
するHPまであった．
車のことをやりたいという学生の要望にこたえて，いくつかの有名な
自動車メーカーのHPを探しているうちに，たまたまフォルクスワーゲ
ンのHp20で，まだ正式発表前のゴルフの話題を見つけ，安全性や環境
問題に的を絞ったその新車の紹介のHPを取り上げた．また正統派のバ
ウムクーヘンを求めてHPを探し，それを教材21にした授業も学生の関
心を引いた．
4． 4．学生の反応と授業の長所・短所
昨年度の最終授業のときに，学生に1年間の講義を振り返ってアンケ
ートに答えてもらった．そのアンケートをもとに「HP教材を使った授
業の長所と短所」と彼らが思っていることをまとめてみた．それらを列
挙したうえで，私の考えを述べたい．
長所として:実際に使われているドイツ語を学べる． ドイツ語圏の今
の姿が分かる． 自分たちの興味のあるテーマで学べる． インターネット
について学べる． テキストが毎回変わっていくので飽きることがない．
ジャンルの選択の幅が無限で， さらに途中でどのようにも修正がきく．
授業を何度か休んでもついていける．即時性に優れている． 自分たちが
思ってもいなかった視点を与えてくれる． ドイツ人の考え方が分かる．
日本での新しい情報をドイツ語で知ることができる．
短所として：予習をすることができない．ある程度のドイツ語の実力
がないとついていけない. HPにスペルミス，文法のミスがままある．
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新語・造語など辞書にない単語がある． インターネット特有の表現は説
明されないと分からない． インターネットやパソコンの知識が必要であ
る. 1クラスの学生数が多い．せっかくの電子データをわざわざ紙にプ
リントしている． ドイツ語そのものの実力がつかなかった気がする．各
自がパソコンを持つことが必要．教室から直接インターネットにアクセ
スできない． カラープリンタで出力したものをカラーコピーで配ってほ
しい．
長所については，すでに具体例の中で述べてきたので， ここでは主に
短所について考えてみたい．予習ができないことは，現在のやり方をし
ている限りしかたのないことだが，各人に数行を割り振り，あとの予習
は個人の自由に任せる従来の方法よりも，全員でその日の分を決められ
た時間にやるほうが，緊張感を伴ない学習効果も上がる気がする．ただ
どうしても文法や構文の説明をする時間が限られてしまう． もっとも予
定していた分量が終わらないときに，残りを宿題として出したことも何
度かあった．
幾度かの校正を経る出版テキストと違い, HPでの綴りのミスは，あ
るものと思った方がよい． また誰でもが発信者となれるのだから，文法
の誤りがあったり， まだ辞書に登録されていない新語が使われるのも仕
方がない．一度inがihnと綴られていたため，授業が進まなくなったこ
とがあった．けれども，それをみなで考えることで，かえって学生には
学ぶものがあったような気がする．中級学習者にとって，テキストの綴
りのミスや文法の誤りは, HPを教材として使う上での致命的な欠陥で
はない． しかしすみやかに教師がその誤りを指摘できれば， もちろんそ
の方がよい． インターネットに使われる表現（ほとんどは英語のままだ
が）は，ぜひとも教師が知っていてほしい．辞書を引き， 自信を持って
linksの訳を「左に」とした学生がいたが，もちろん英語の「リンク」の
複数形だ．
学生側のインターネットそのものの知識は，あればそれに越したこと
はないが，最初にのべたように，それほど重要なことではない．逆に授
業を通してインターネットに興味を持ってくれればよい． 1クラスの人
数は，理想を言えば10人以下だ．今年はその意味で去年に比べて密度の
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濃い授業が可能になっている． 20名く．らいまでなら，今までのやり方で
できるが，それ以上の人数の時には，和訳の分担方法などを変える必要
があるだろう．学生一人一人がパソコンを持つのは，今の時点では一部
の大学にのみ許される理想だろうが，おそらく10年もしないうちに，ど
の大学でも見られる光景になるだろう．そのときはわざわざプリントア
ウトしたものをコピーして配る必要もなくなる． また教室から直接イン
ターネットに接続することも当たり前になっているだろう．
5． これからの課題
大学でのカリキュラム改変の動きの中で，今まではそれほど考えずに
済んだことが改めて問題になってきた．その一つにドイツ語を学ぶ学生
への動機づけがあげられる． ドイツ語を含む第2外国語が必修である大
学はまだ多い． しかしドイツ語を選ぶ学生の半分は，他の科目からはじ
き出されてくるのが現状だ．それでもはじめはドイツ語を学ぶことへの
それなりの意味づけをしている．それがやがて単位を取るためだけの出
席になってしまう． もちろん教師の側だけの問題ではないだろうが， ド
イツ語の授業に様々なものを求めている学生のニーズに添えないでいる
ことも原因であろう．純粋に語学としてのドイツ語に関心があるものは
少数派だ． インターネットを取り入れた授業は，そうした要望に少しは
応えることができる．大学ではじめて学んだ言語を通じて，広く世界へ
と関心の幅を拡げさせることができる．だからできればHPを教材とし
た授業を1年次から行いたい．今後その方法を考えようと思っている．
ドイツ語を使って， ヨーロッパの，そして世界の情報を得ることを， 1
年間の講義が終わったあとも， 自分自身の知的習慣とする学生が出てき
てくれることを，教える側として期待している．
すでに自宅でインターネットができる環境にある学生も少なくなく，
また多くの大学ではネットワークに繋いだパソコンを学生に開放してい
るのだから，授業で使ったHP及びその関連のURL(HPのアドレス）
を，表にして学生に示すことは最低必要なことだ． 1回ごとに話題を変
える授業は，テーマが分散して， 1年間全体として見るとまとまった成
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果がないような印象を与える．けれども学生たちは毎回様々なドイツ語
に出会い，そのドイツ語の多様性に，言語の持つ本質を感じ取ってくれ
るのではないか． また授業で取り上げたテーマの一つに深い興味を抱き，
さらなる探求に向かう学生が出てこないとも限らない．
インターネットの特徴の一つに，マルチメディア・ファイルをやりと
りできることがある． ドイチェ・ヴェレやARDがHPを持っていること
は先に述べたが， テキストだけでなく，そこで伝えられる音声や映像を
授業に活用することも今後の視野に入れたい．その際にはもちろん，テ
レビやラジオなどのメディアを教材とするのとは違った形を取らなけれ
ばならない． なぜなら現状では， インターネットは，それら既存のメデ
ィアに，音質や画質において， とうてい太刀打ちができないからだ．そ
れでもたとえば， ドイツ語圏の様々なところにある,HPの定点カメラに
写るその日その時の街の様子を学生に見せながら，その町を中心とした
文化や歴史に話が及べば， きっと彼らの興味を引きつけることになろう．
インターネットの最大の特徴である情報の相互性についても，今後の
課題として考えるべきものがある．ほとんどのHPは，ただ情報を発信
しているだけでなく，それを閲覧する側からの情報を受け入れる形にな
っている．たとえばドイツの小学校のHPを読んだあと，自分たちの感
想をドイツ語で書き, Eメールで送れば，学生のドイツ語への学習意欲
はさらにかき立てられるだろう. HPをテキストとすることで，私たち
のテキストは，情報を与えられるだけのものから，情報をやりとりする
ためのものへと，その本質を変えることができる．
最後に, HPをテキストとする授業と，従来の印刷テキストとの関係
を考えておこう. HPをテキストとして使うと，印刷テキストはまった
く必要がなくなるのだろうか．私の場合はじめは印刷テキストの併用を
考えていなかった． しかしその後，できればインターネットそのものと，
ドイツ語の中級文法の要点が書かれたテキストがあれば便利だろうと思
うようになった．それによって教える側の負担が少しは減る．ただし，
HPは頻繁に更新されるものだし，また1年も経たないうちにURLが
変更されたり, HPそのものが無くなってしまうこともめずらしくない
のが現状であるから，たとえばドイツ語圏のHPをそのまま紹介するだ
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けのテキストは無意味であろう． この印刷テキストとの問題も今後の課
題としたい．
現下のインターネットの急激な発展を思えば， これから先どのような
新しい状況が生まれ，それがHPを使ったドイツ語の授業をどう変えて
いくかは想像もつかない．ただ身近な話題も，地球全体の視点を必要と
する問題も，同じレベルで，即時的に，相互関係的に扱えるインターネ
ットを利用した外国語の授業が，いまより拡がっていくことだけは間違
いない. HPをテキストとした授業は，現時点では，パソコンとインタ
ーネットに対する教える側の知識と習熟とが前提となっている．けれど
もその努力に見合うだけのものは十分に得ることができるはずだ．
注
HPを教材とする場合の著作権の問題について：ネット上の情報にも知的所有
権や著作権や版権が存在することは言うまでもない．ただそれに関する成文化さ
れた法律の整備が遅れている現状では, HPを教材とした授業の場合も，私たち
は従来の紙媒体の著作物に関する法律に準じてこの問題を考えるのがよいのでは
ないか． この問題にもっとも該当すると思われる条文を以下にあげておく．
○教育機関における複製（著作権法第35条）
教育を担任する者は，授業の過程で使用するために必要と認められる限度で公
表された著作物を複製することができます．ただし，複製物の使用目的が授業と
関係なく，生徒の自宅学習用のために複製することはできません． また，計算ド
リルやワークブックの複製や，放送番組のライブラリー化など，著作権者に経済
的不利益を与えるおそれがある場合には， この規定は適用されません．複製が認
められる範囲であれば，翻訳，編曲，変形，翻案もできます．
(注でのUmは1998年12月現在のものであり，その後変更されることもありえる
また本文中く＞で囲った部分はHPのタイトルである）
日本のインターネット利用者の総数が, 1998年3月の調査時点ではじめて
1000人を超えたと，日本インターネット協会が発表している．
インターネットには,WWWの他にも,Eメールのやり取り，プログラムや
データファイルの転送，ニュースの配信などの機能がある．
1
2
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たとえばドイツ文学の多くの作品がテキストデータ化され， インターネット
で公開されている． また日本独文学会のHP(wwwsoc.nacsis.ac.jp/jgg/)
からは，登録されている研究論文の検索が可能だ． このようにインターネッ
トが研究活動に与える恩恵も決して少なくない．
www2.keio.ac.jp/Soshiki/Gakubu/sfc.html現在このURLは次のものに変わ
っている.www.sfc.keio.ac.jp/
deutsch.sfc.keio.acjp/
www.human.mie-u.ac.jp/～inokuchi/german/
www.cc.utsunomiya-u.ac.jp/～k950137/
www.asahi-net.orjp/～mx2y-soy/
龍谷大学社会学部・理工学部（瀬田，滋賀県）
このコピーの問題は重要だ． 1週間前でないとコピーが取れない大学もあり，
そのときは事前に事情を説明して特別な考慮をしてもらわなければならな
い． なお私の場合は，今年から講師控え室に自由に使えるコピー機が置かれ
たので，事務室に頼む手間が省けるようになった．
www.yahoo.de/同じ内容のHPとして，日本語版(www.yahoo.co.jp/)や
英語版(www.yahoo.com/)もある．
www.schwarzwald.com/
www.bundesregierung.de/
www.kantei.go.jp/
www.hirano-es.otsu.shiga.jp/
www.japan-guide・com/d-index.hts
www.dwelle.de/
www.tagesschau.de/
www・astronomie.de/なお授業で取り上げたマーズ・バスファインダーに関
するHP(www.astronomie.de/archiv/mars/pa(hfinder/index.html)は現
在閉鎖されている．
www.voIkswagen.de/
www.Baumku(yhen.de/現在はこのUm"では繋がらない
3
4
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??????????? ? ?
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Unterrichtstexte aus den deutschen 
Web-Seiten im Internet 
Tatsuo NAGAI 
Durch die rasche Entwicklung und Popularisierung von Internet 
stehen uns heute viele neue Lernmittel für den Deutschunterricht zur 
Verfügung. Wie können wir diese Lehrmittel im Unterricht verwenden 
und was sind dabei Vorteile und Nachteile? 
Ich suche zu Hause die Web-Seiten (Horne Pages) aus den deutsch-
sprachigen Ländern, die ich als Texte für den Unterricht gebrauchen 
kann. Im Klassenzimmer verteile ich einige Sätze unter die Studenten. 
Nachdem die grammatisch schwierigen Stellen geklärt und die Grund-
kenntnisse zum jeweiligen Text gegeben sind (gegebenenfalls bekomme 
ich von den Studenten Informationen), schlägt jeder in seinem Wörter-
buch nach, um den Sinn der Sätze zu verstehen. 
Unsere erste Web-Seite im Unterricht ist die deutsche Version von 
„Yahoo", eine bekannte Suchmaschine. Die Stichwörter sind alle wichtige 
Wörter, die die Studenten kennen müssen. Die Liste dieser Wörter ist 
zugleich ein guter Hinweis auf Interessengebiete der Menschen, die in 
der gegenwärtigen Gesellschaft leben. Die „Yahoo" Suchmaschine ist 
für uns während des ganzen Jahres als Wegweiser brauchbar. Danach 
betrachten wir die Web-Seite der Wettervorhersage mit den Satelliten-
bildern von Europa, um die geographische Lage der deutschsprachigen 
Länder festzustellen. 
Es ist sehr günstig, den Studenten Web-Seiten gleichen Inhalts in 
Deutsch und in Japanisch zu geben, weil sie dadurch nicht nur schwere 
deutsche Ausdrücke relativ gut verstehen, sondern auch lernen können, 
verschiedene Kulturen zu vergleichen. Wir haben zum Beispiel die Web-
Seite des Bundeskanzlers mit der japanischen Web-Seite der offiziellen 
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Residenz unseres Premierministers verglichen, ebenso die Web-Seite 
einer deutschen Volksschule mit der einer japanischen. 
Auf aktuellem Gebiet gibt es ebenso Lehrmaterial aus dem Internet, 
mit dem wir ohne Zeitdifferenz Informationen bekommen können. ,,Die 
Deutsche Welle" oder „die ARD Tagesschau" im Internet liefern uns 
gute Unterrichtstexte, die nicht so schwierig für unsere Studenten sind. 
Im vorigen Sommer (1997) landete das amerikanische Raumschiff „Mars 
Pathfinder" auf dem Mars und übermittelte uns per Internet sehr klare 
Fotos. Wir haben natürlich dieses Ereignis aufgegriffen. Die Web-Seiten 
über die globale Erwärmung durch den Treibhauseffekt besprachen wir 
im Dezember, als es hierzu in Kyoto einen internationalen Kongress 
gab. Dieses Jahr fand die Fußballweltmeisterschaft statt. 
Am letzten Unterrichtstag machte ich eine Umfrage. Das Ergebnis 
lautet folgendermaßen: 
Vorteile: Deutsch lernen zu können, das wirklich benutzt wird. Die 
gegenwärtigen Situationen in den deutschsprachigen Ländern kennen 
zu können. Jedesmal verändern sich die Texte, was das Interesse wach 
hält. Zahllose Auswahlmöglichkeiten des Genres. Ein paar versäumte 
Stunden hindern uns nicht am Fortgang. Wir bilden uns Meinungen 
über Dinge und Ereignisse, die wir bis dahin noch nicht kannten. Wir 
lernen die Denkweise der Deutschen besser kennen. 
Nachteile: Vorbereitung von den Studenten ist nicht möglich. In den 
Web-Seiten gibt es manchmal lexikalische und grammatikalische Fehler. 
Neue Wörter und Wortbildungen werden benutzt, die im Wörterbuch 
noch nicht vorhanden sind. Fachausdrücke werden oft nicht verstanden. 
Wir haben im Klassenzimmer keinen Internetanschluss. 
Die Umgestaltung der Lehrpläne an den Universitäten schafft eine neue 
Herausforderung. Wenn wir die Studenten in Zukunft stärker motivieren 
wollen, Deutsch zu lernen, müssen wir ihren Wünschen entgegenkom-
men. Jeder Student hat andere Interessen. Der Unterricht mit Texten 
aus den Web-Seiten kann diesen Bedürfnissen einigermaßen gerecht 
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werden, arbeiten die Studenten doch jedesmal mit modernen deutschen 
Gebrauchstexten, die ihnen Zugang zu einer neuen vielfältigen Welt 
eröffnen. 
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